
JP 2008-501693 A5 2008.9.4

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年9月4日(2008.9.4)

【公表番号】特表2008-501693(P2008-501693A)
【公表日】平成20年1月24日(2008.1.24)
【年通号数】公開・登録公報2008-003
【出願番号】特願2007-515521(P2007-515521)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｈ  21/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｈ  21/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/713    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｈ  21/02    　　　　
   Ｃ０７Ｈ  21/04    　　　Ｂ
   Ａ６１Ｋ  31/713   　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０５　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ｃ１２Ｑ   1/68    ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成20年7月8日(2008.7.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一及び第二の化学的に合成されたオリゴマー化合物を有する組成物であって、
　前記第一のオリゴマー化合物の少なくとも一部は、選択された核酸標的と相補的であり
且つハイブリダイズすることができるものであり、
　前記第一のオリゴマー化合物の約１２～約２４のヌクレオシドの一部は、第二のオリゴ
マー化合物と相補的であり、
　第一および第二のオリゴマー化合物の１つは、インターヌクレオシド結合基によって結
合したヌクレオシドを有し、前記結合ヌクレオシド配列はギャップモチーフとして定義さ
れるものであり、
　前記第一および第二のオリゴマー化合物の一方は、インターヌクレオシド結合基によっ
て結合したヌクレオシドを有し、前記結合ヌクレオシド配列はギャップモチーフ、交互モ
チーフ、部分的に修飾されたモチーフ、または完全に修飾されたモチーフとして定義され
るものであり、
　前記組成物は、選択的に、１若しくはそれ以上のオーバーハング、リン酸部位、共役基
、又はキャッピング基を更に有するものであり、
　前記第一および第二のオリゴマー化合物のそれぞれは独立的にギャップモチーフを有し
、前記第一および第二のオリゴマー化合物の少なくとも１つの３’または５’末端の少な
くとも１つは、２’－ＯＣＨ３修飾ヌクレオシド以外の修飾ヌクレオシドを有するか、ま
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たは前記第一および第二のオリゴマー化合物の少なくとも１つは、非対称ギャップモチー
フを有するものである、組成物。
【請求項２】
　請求項１記載の組成物において、各ギャップオリゴマー化合物は、２つの外部領域に隣
接した内部領域に分けられたヌクレオシドの連続配列を有し、前記内部領域のヌクレオシ
ドは前記外部領域それぞれのヌクレオシドと異なる糖基を有し、前記外部領域のヌクレオ
シドはそれぞれ独立的に２’－修飾ヌクレオシド、４’－チオ修飾ヌクレオシド、４’－
チオ－２’－修飾ヌクレオシド、および二環式糖部位を有するヌクレオシドから選択され
るものである。
【請求項３】
　請求項２記載の組成物において、この組成物は、
　少なくとも１つのギャップオリゴマー化合物を有し、前記内部領域は、β－Ｄ－リボヌ
クレオシド配列である。
【請求項４】
　請求項２記載の組成物において、この組成物は、
　少なくとも１つのギャップオリゴマー化合物を有し、前記内部領域は、糖修飾ヌクレオ
シド配列である。
【請求項５】
　請求項４記載の組成物において、前記内部領域の糖修飾ヌクレオシドは、２’－Ｆ修飾
ヌクレオシドまたは４’－チオ修飾ヌクレオシドから選択されるものである。
【請求項６】
　請求項２記載の組成物において、この組成物は、
　少なくとも１つの対称ギャップオリゴマー化合物を有するものである。
【請求項７】
　請求項２記載の組成物において、この組成物は、
　少なくとも１つの非対称ギャップオリゴマー化合物を有するものである。
【請求項８】
　請求項７記載の組成物において、前記第一および第二のオリゴマー化合物の一方は、対
称ギャップオリゴマー化合物を有するものである。
【請求項９】
　請求項２記載の組成物において、この組成物は、
　少なくとも１つのギャップオリゴマー化合物を有し、少なくとも１つの前記外部領域は
、２’－修飾ヌクレオシド配列である。
【請求項１０】
　請求項９記載の組成物において、前記少なくとも１つのギャップオリゴマー化合物の外
部領域はそれぞれ、２’－修飾ヌクレオシド配列である。
【請求項１１】
　請求項９記載の組成物において、前記少なくとも１つの外部領域の２’－修飾はそれぞ
れ独立的に、ハロゲン、アリル、アミノ、アジド、－Ｏ－アリル、－Ｏ－Ｃ１～Ｃ１０ア
ルキル、－ＯＣＦ３、－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－ＣＨ３、－Ｏ（ＣＨ２）２ＳＣＨ３、－
Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－Ｎ（Ｒｍ）（Ｒｎ）、または－Ｏ－ＣＨ２－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ

ｍ）（Ｒｎ）であり、各ＲｍおよびＲｎは独立的に、Ｈ、アミノ保護基、または置換或い
は非置換Ｃ１～Ｃ１０アルキルである。
【請求項１２】
　請求項１１記載の組成物において、前記各２’－修飾は、－Ｆ、－ＯＣＨ３、または－
Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－ＣＨ３である。
【請求項１３】
　請求項２記載の組成物において、この組成物は、
　前記少なくとも１つの外部領域において、４’－チオ修飾ヌクレオシドを有する少なく
とも１つのギャップオリゴマー化合物を有するものである。
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【請求項１４】
　請求項２記載の組成物において、この組成物は、
　前記少なくとも１つの外部領域において、４’－チオ－２’－修飾ヌクレオシドを有す
る少なくとも１つのギャップオリゴマー化合物を有するものである。
【請求項１５】
　請求項１４記載の組成物において、前記４’－チオ－２’－修飾ヌクレオシドの２’－
修飾は、ハロゲン、アリル、アミノ、アジド、－Ｏ－アリル、－Ｏ－Ｃ１～Ｃ１０アルキ
ル、－ＯＣＦ３、－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－ＣＨ３、－Ｏ（ＣＨ２）２ＳＣＨ３、－Ｏ－
（ＣＨ２）２－Ｏ－Ｎ（Ｒｍ）（Ｒｎ）、または－Ｏ－ＣＨ２－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒｍ）
（Ｒｎ）から選択されるものであり、各ＲｍおよびＲｎは独立的に、Ｈ、アミノ保護基、
または置換或いは非置換－Ｃ１～Ｃ１０アルキルである。
【請求項１６】
　請求項１５記載の組成物において、前記２’－修飾はそれぞれ、－Ｆ、－ＯＣＨ３、－
ＯＣＦ３、または－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－ＣＨ３である。
【請求項１７】
　請求項１６記載の組成物において、前記２’－修飾のそれぞれは、－ＯＣＨ３、または
－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－ＣＨ３である。
【請求項１８】
　請求項２記載の組成物において、この組成物は、
　前記少なくとも１つの外部領域は、二環式糖部分を有する少なくとも１つのギャップオ
リゴマー化合物を有するものである。
【請求項１９】
　請求項１８記載の組成物において、前記二環式糖部分はそれぞれ、２’－Ｏ－（ＣＨ２

）ｎ－４’架橋を有し、ｎは１または２である。
【請求項２０】
　請求項１記載の組成物において、前記第一オリゴマー化合物はギャップオリゴマー化合
物である。
【請求項２１】
　請求項２０記載の組成物において、前記ギャップオリゴマー化合物の外部領域はそれぞ
れ、４’－チオ修飾ヌクレオシドまたは２’－修飾ヌクレオシドを有するものである。
【請求項２２】
　請求項２０記載の組成物において、前記ギャップオリゴマー化合物の外部領域の１つは
、４’－チオ修飾ヌクレオシドを有し、もう一方の前記外部領域は２’－修飾ヌクレオシ
ドを有するものである。
【請求項２３】
　請求項２２記載の組成物において、前記第一オリゴマー化合物の５’－末端に位置する
外部領域は、２’－ＯＣＨ３、２’－Ｆ、または４’－チオ修飾ヌクレオシドを有するも
のである。
【請求項２４】
　請求項２２記載の組成物において、前記２’－修飾ヌクレオシドは、２’－ＯＣＨ３ま
たは２’－Ｆ修飾ヌクレオシドである。
【請求項２５】
　請求項２４記載の組成物において、前記２’－修飾ヌクレオシドは、２’－ＯＣＨ３修
飾ヌクレオシドである。
【請求項２６】
　請求項１記載の組成物において、前記第二のオリゴマー化合物はギャップオリゴマー化
合物である。
【請求項２７】
　請求項２６記載の組成物において、前記ギャップオリゴマー化合物の外部領域の少なく
とも１つは、２’－修飾ヌクレオシドを有し、前記２’－修飾は、ハロゲン、アリル、ア
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ミノ、アジド、－Ｏ－アリル、－Ｏ－Ｃ１～Ｃ１０アルキル、－ＯＣＦ３、－Ｏ－（ＣＨ

２）２－Ｏ－ＣＨ３、－Ｏ（ＣＨ２）２ＳＣＨ３、－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－Ｎ（Ｒｍ）
（Ｒｎ）、及び－Ｏ－ＣＨ２－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒｍ）（Ｒｎ）から選択されるものであ
り、各ＲｍおよびＲｎは独立的に、Ｈ、アミノ保護基、または置換或いは非置換－Ｃ１～
Ｃ１０アルキルである。
【請求項２８】
　請求項２７記載の組成物において、前記２’－修飾は、アリル、－Ｏ－アリル、－Ｏ－
Ｃ２～Ｃ１０アルキル、－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－ＣＨ３、及び－Ｏ（ＣＨ２）２ＳＣＨ

３から選択されるものである。
【請求項２９】
　請求項２８記載の組成物において、前記２’－修飾は、－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－ＣＨ

３である。
【請求項３０】
　請求項２記載の組成物において、前記ギャップオリゴマー化合物それぞれの各外部領域
は独立的に、１～約６のヌクレオシドを有するものである。
【請求項３１】
　請求項２記載の組成物において、前記ギャップオリゴマー化合物それぞれの各外部領域
は独立的に１～約の４ヌクレオシドを有するものである。
【請求項３２】
　請求項２記載の組成物において、前記ギャップオリゴマー化合物それぞれの各外部領域
は独立的に１～約３のヌクレオシドを有するものである。
【請求項３３】
　請求項１記載の組成物において、前記第一および第二のオリゴマー化合物の１つは、下
記の化学式を有する交互モチーフを有するものであり、
　５’－Ａ（－Ｌ－Ｂ－Ｌ－Ａ）ｎ（－Ｌ－Ｂ）ｎｎ－３’
　各Ｌは、独立的にインターヌクレオシド結合基であり、
　各Ａ又は各Ｂの１つは、β－Ｄ－リボヌクレオシドまたは糖修飾ヌクレオシドであり、
　ｎは、約７～約１１であり、
　ｎｎは、０または１であり、更に
　各Ａヌクレオシドの前記糖基は同一であり、各Ｂヌクレオシドの前記糖基は同一であり
、前記各Ａヌクレオシドの糖基は前記各Ｂヌクレオシドの糖基とは異なるものである。
【請求項３４】
　請求項３３記載の組成物において、各Ａまたは各Ｂは、β－Ｄ－リボヌクレオシドであ
る。
【請求項３５】
　請求項３３記載の組成物において、各Ａまたは各Ｂは、２’－修飾ヌクレオシドであり
、前記２’－修飾は、ハロゲン、アリル、アミノ、アジド、－Ｏ－アリル、－Ｏ－Ｃ１～
Ｃ１０アルキル、－ＯＣＦ３、－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－ＣＨ３、－Ｏ（ＣＨ２）２ＳＣ
Ｈ３、－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－Ｎ（Ｒｍ）（Ｒｎ）、及び－Ｏ－ＣＨ２－Ｃ（＝Ｏ）－
Ｎ（Ｒｍ）（Ｒｎ）から選択され、各ＲｍおよびＲｎは独立的に、Ｈ、アミノ保護基、ま
たは置換或いは非置換Ｃ１～Ｃ１０アルキルである。
【請求項３６】
　請求項３５記載の組成物において、前記２’－修飾は、アリル、－Ｏ－アリル、－Ｏ－
Ｃ１～Ｃ１０アルキル、－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－ＣＨ３、または－Ｏ（ＣＨ２）２ＳＣ
Ｈ３である。
【請求項３７】
　請求項３６記載の組成物において、前記２’－修飾は－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－ＣＨ３

である。
【請求項３８】
　請求項３３記載の組成物において、各Ａおよび各Ｂは糖修飾ヌクレオシドである。
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【請求項３９】
　請求項３８記載の組成物において、各Ａ又は各Ｂは、２’－ＯＣＨ３修飾ヌクレオシド
である。
【請求項４０】
　請求項３９記載の組成物において、各Ａおよび各Ｂの一方は、２’－Ｆ修飾ヌクレオシ
ドである。
【請求項４１】
　請求項３４記載の組成物において、前記第二のオリゴマー化合物は交互モチーフを有す
るものである。
【請求項４２】
　請求項４１記載の組成物において、各Ａ又は各Ｂは、２’－修飾ヌクレオシドである。
【請求項４３】
　請求項４４記載の組成物において、前記各２’－修飾は、アリル、－Ｏ－アリル、－Ｏ
－Ｃ１～Ｃ１０アルキル、－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－ＣＨ３、または－Ｏ（ＣＨ２）２Ｓ
ＣＨ３である。
【請求項４４】
　請求項４３記載の組成物において、前記各２’－修飾は、－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－Ｃ
Ｈ３である。
【請求項４５】
　請求項１記載の組成物において、前記第一および第二のオリゴマー化合物の１つは、完
全に修飾されたオリゴマー化合物を有し、前記完全に修飾されたオリゴマー化合物の各ヌ
クレオシドは基本的に糖修飾ヌクレオシドであり、各糖修飾は同じものである。
【請求項４６】
　請求項４５記載の組成物において、前記完全に修飾されたオリゴマー化合物の各糖修飾
ヌクレオシドは、２’－修飾ヌクレオシド、４’－チオ修飾ヌクレオシド、４’－チオ－
２’－修飾ヌクレオシド、および二環式糖部分を有するヌクレオシドから選択されるもの
である。
【請求項４７】
　請求項４６記載の組成物において、前記各糖修飾ヌクレオシドは、２’－修飾ヌクレオ
シドである。
【請求項４８】
　請求項４７記載の組成物において、前記各糖修飾ヌクレオシドは、２’－ＯＣＨ３、ま
たは２’－Ｆ修飾ヌクレオシドである。
【請求項４９】
　請求項４８記載の組成物において、前記各糖修飾ヌクレオシドは、２’－ＯＣＨ３修飾
ヌクレオシドである。
【請求項５０】
　請求項４５記載の組成物において、前記完全に修飾されたオリゴマー化合物の３’およ
び５’末端の１つ若しくは両方は、β－Ｄ－リボヌクレオシドである。
【請求項５１】
　請求項１記載の組成物において、前記第一および第二のオリゴマー化合物の一方は、部
分的に修飾されたオリゴマー化合物である。
【請求項５２】
　請求項５１記載の組成物において、前記部分的に修飾された化合物は、約４～約８領域
を有する約１２～約３０の結合ヌクレオシドの連続配列を有するものであって、前記各領
域は、β－Ｄ－リボヌクレオシドの配列または糖修飾ヌクレオシドの配列のいずれかであ
り、前記領域は交互であり、前記β－Ｄ－リボヌクレオシド領域のそれぞれは、糖修飾ヌ
クレオシドの領域によって両側に隣接され、糖修飾ヌクレオシドの各領域は、片側にのみ
隣接される３’および５’末端に位置付けられた領域を除き、β－Ｄ－リボヌクレオシド
領域によって両側に隣接されるものであり、前記糖修飾ヌクレオシドは、２’－修飾ヌク
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レオシド、４’－チオ修飾ヌクレオシド、４’－チオ－２’－修飾ヌクレオシド、および
二環式糖部分を有するヌクレオシドから選択されるものである。
【請求項５３】
　請求項５２記載の組成物において、前記部分的に修飾されたオリゴマー化合物は、５～
７の領域を有するものである。
【請求項５４】
　請求項５２記載の組成物において、前記β－Ｄ－リボヌクレオシド領域のそれぞれは、
２～８のヌクレオシドを有するものである。
【請求項５５】
　請求項５２の組成物において、前記糖修飾ヌクレオシド領域のそれぞれは、１～４ヌク
レオシドを有するものである。
【請求項５６】
　請求項５５の組成物において、前記糖修飾ヌクレオシド領域のそれぞれは、２～３ヌク
レオシドを有するものである。
【請求項５７】
　請求項５２記載の組成物において、部分的に修飾されたモチーフを有する前記オリゴマ
ー化合物は以下の化学式を有するものであり、
　（Ｘ１）ｊ－（Ｙ１）ｉ－Ｘ２－Ｙ２－Ｘ３－Ｙ３－Ｘ４

　Ｘ１は、１～約３個の糖修飾ヌクレオシドの配列であり、
　Ｙ１は、１～約５個のβ－Ｄ－リボヌクレオシドの配列であり、
　Ｘ２は、１～約３個の糖修飾ヌクレオシドの配列であり、
　Ｙ２は、２～約７個のβ－Ｄ－リボヌクレオシドの配列であり、
　Ｘ３は、１～約３個の糖修飾ヌクレオシドの配列であり、
　Ｙ３は、４～約６個のβ－Ｄ－リボヌクレオシドの配列であり、
　Ｘ４は、１～約３個の糖修飾ヌクレオシドの配列であり、
　ｉは、０または１であり、
　ｊは、ｉが１の場合は０または１であり、ｉが０のとき０である。
【請求項５８】
　請求項５７記載の組成物において、
　Ｘ４は、３個の糖修飾ヌクレオシドの配列であり、
　Ｙ３は、５個のβ－Ｄ－リボヌクレオシドの配列であり、
　Ｘ３は、２個の糖修飾ヌクレオシドの配列であり、
　ｉは０であり、更に、
　Ｙ２は、７個のβ－Ｄ－リボヌクレオシドの配列である。
【請求項５９】
　請求項５７記載の組成物において、
　ｉは１であり、
　ｊは０であり、
　Ｘ４は、３個の糖修飾ヌクレオシドの配列であり、
　Ｙ３は、５個のβ－Ｄ－リボヌクレオシドの配列であり、
　Ｘ３は、２個の糖修飾ヌクレオシドの配列であり、
　Ｙ２は、２個のβ－Ｄ－リボヌクレオシドの配列であり、
　Ｘ２は、２個の糖修飾ヌクレオシドの配列であり、更に、
　Ｙ１は、５個のβ－Ｄ－リボヌクレオシドの配列である。
【請求項６０】
　請求項５７記載の組成物において、
　ｉは１であり、
　ｊは１であり、
　Ｘ４は、３個の糖修飾ヌクレオシドの配列であり、
　Ｙ３は、５個のβ－Ｄ－リボヌクレオシドの配列であり、
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　Ｘ３は、２個の糖修飾ヌクレオシドの配列であり、
　Ｙ２は、２個のβ－Ｄ－リボヌクレオシドの配列であり、
　Ｘ２は、２個の糖修飾ヌクレオシドの配列であり、
　Ｙ１は、３個のβ－Ｄ－リボヌクレオシドの配列であり、更に、
　Ｘ１は、２個の糖修飾ヌクレオシドの配列である。
【請求項６１】
　請求項５７記載の組成物において、前記部分的に修飾されたオリゴマー化合物の糖修飾
ヌクレオシドのそれぞれは、２’－修飾ヌクレオシド、または４’－チオ修飾ヌクレオシ
ドである。
【請求項６２】
　請求項５１記載の組成物において、前記第一オリゴマー化合物は、前記部分的に修飾さ
れたオリゴマー化合物である。
【請求項６３】
　請求項１記載の組成物において、前記第一および第二のオリゴマー化合物の各インター
ヌクレオシド結合基は独立的に、ホスホジエステル、及びホスホロチオエートから選択さ
れるものである。
【請求項６４】
　請求項１記載の組成物において、前記第一および第二のオリゴマー化合物のそれぞれは
独立的に、約１２～約３０ヌクレオシドを有するものである。
【請求項６５】
　請求項１記載の組成物において、前記第一および第二のオリゴマー化合物のそれぞれは
独立的に、約１７～約２３ヌクレオシドを有するものである。
【請求項６６】
　請求項１記載の組成物において、前記第一および第二のオリゴマー化合物のそれぞれは
独立的に、約１９～約２１ヌクレオシドを有するものである。
【請求項６７】
　請求項１の組成物において、前記第一および第二のオリゴマー化合物は、相補的アンチ
センス／センスｓｉＲＮＡ二本鎖を形成するものである。
【請求項６８】
　請求項３６記載の組成物において、前記２’－修飾は－Ｏ－ＣＨ３である。
【請求項６９】
　請求項４８記載の組成物において、各糖修飾ヌクレオシドは、２’－Ｆ修飾ヌクレオシ
ドである。
【請求項７０】
　請求項５８記載の組成物において、Ｘ２は、２個の糖修飾ヌクレオシド配列である。
【請求項７１】
　請求項７０記載の組成物において、Ｘ２は２個の４’－チオ修飾ヌクレオシド配列を有
し、Ｘ３は２個の２’－ＯＣＨ３修飾ヌクレオシド配列であり、Ｘ４は３個の２’－ＯＣ
Ｈ３修飾ヌクレオシド配列である。
【請求項７２】
　請求項５９記載の組成物において、前記糖修飾ヌクレオシドのそれぞれは、２’－ＯＣ
Ｈ３修飾ヌクレオシドである。
【請求項７３】
　請求項６０記載の組成物において、Ｘ１は２個の４’－チオ修飾ヌクレオシド配列を有
し、Ｘ２は２個の２’－ＯＣＨ３修飾ヌクレオシド配列であり、Ｘ3は２個の２’－ＯＣ
Ｈ３修飾ヌクレオシド配列であり、Ｘ４は３個の２’－ＯＣＨ３修飾ヌクレオシド配列で
ある。
【請求項７４】
　請求項１記載の組成物において、前記第一のオリゴマー化合物はアンチセンスオリゴマ
ー化合物であり、前記第二のオリゴマー化合物はセンスオリゴマー化合物である。
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【請求項７５】
　１若しくはそれ以上の細胞、組織、または動物に請求項１記載の組成物を接触させる工
程を有する、遺伝子発現を阻害する方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　ＲＮＡｓｅ　Ｈ経路のように、遺伝子発現のアンチセンス調節のＲＮＡ干渉経路は、特
異的遺伝子産物のレベルを調節するための有効手段であり、従って遺伝子サイレンシング
に関わる多くの治療、診断および研究適用に比類なく有用であると分かる。従って、本発
明はさらにＲＮＡ干渉などの作用アンチセンスメカニズム、ｄｓＲＮＡ酵素、さらには非
アンチセンスメカニズムに依存している経路を含む、遺伝子発現経路を調節するのに有用
な組成物を提供する。この開示を一度理解した当業者であれば、過度な実験をすることな
しに、これらの使用のための付加的な組成物を同定することができるものである。
　この出願の発明に関連する先行技術文献情報としては、以下のものがある（国際出願日
以降国際段階で引用された文献及び他国に国内移行した際に引用された文献を含む）。
【特許文献１】米国特許第５，８９８，０３１号明細書
【特許文献２】米国特許第３，６８７，８０８号明細書
【特許文献３】米国特許第４，４１５，７３２号明細書
【特許文献４】米国特許第４，４２６，３３０号明細書
【特許文献５】米国特許第４，４５８，０６６号明細書
【特許文献６】米国特許第４，４６９，８６３号明細書
【特許文献７】米国特許第４，４７６，３０１号明細書
【特許文献８】米国特許第４，５００，７０７号明細書
【特許文献９】米国特許第４，５３４，８９９号明細書
【特許文献１０】米国特許第４，５８７，０４４号明細書
【特許文献１１】米国特許第４，６０５，７３５号明細書
【特許文献１２】米国特許第４，６６７，０２５号明細書
【特許文献１３】米国特許第４，６６８，７７７号明細書
【特許文献１４】米国特許第４，７２５，６７７号明細書
【特許文献１５】米国特許第４，７６２，７７９号明細書
【特許文献１６】米国特許第４，７８９，７３７号明細書
【特許文献１７】米国特許第４，８２４，９４１号明細書
【特許文献１８】米国特許第４，８２８，９７９号明細書
【特許文献１９】米国特許第４，８３５，２６３号明細書
【特許文献２０】米国特許第４，８４５，２０５号明細書
【特許文献２１】米国特許第４，８７６，３３５号明細書
【特許文献２２】米国特許第４，９０４，５８２号明細書
【特許文献２３】米国特許第４，９４８，８８２号明細書
【特許文献２４】米国特許第４，９５８，０１３号明細書
【特許文献２５】米国特許第４，９７３，６７９号明細書
【特許文献２６】米国特許第４，９８１，９５７号明細書
【特許文献２７】米国特許第５，０１３，５５６号明細書
【特許文献２８】米国特許第５，０２３，２４３号明細書
【特許文献２９】米国特許第５，０３４，５０６号明細書
【特許文献３０】米国特許第５，０８２，８３０号明細書
【特許文献３１】米国特許第５，１０８，９２１号明細書
【特許文献３２】米国特許第５，１０９，１２４号明細書
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【特許文献３３】米国特許第５，１１２，９６３号明細書
【特許文献３４】米国特許第５，１１８，８００号明細書
【特許文献３５】米国特許第５，１１８，８０２号明細書
【特許文献３６】米国特許第５，１３０，３０２号明細書
【特許文献３７】米国特許第５，１３２，４１８号明細書
【特許文献３８】米国特許第５，１３４，０６６号明細書
【特許文献３９】米国特許第５，１３８，０４５号明細書
【特許文献４０】米国特許第５，１６６，３１５号明細書
【特許文献４１】米国特許第５，１７５，２７３号明細書
【特許文献４２】米国特許第５，１７７，１９６号明細書
【特許文献４３】米国特許第５，１７７，１９８号明細書
【特許文献４４】米国特許第５，１８５，４４４号明細書
【特許文献４５】米国特許第５，１８８，８９７号明細書
【特許文献４６】米国特許第５，１９４，５９９号明細書
【特許文献４７】米国特許第５，２１３，８０４号明細書
【特許文献４８】米国特許第５，２１４，１３４号明細書
【特許文献４９】米国特許第５，２１４，１３６号明細書
【特許文献５０】米国特許第５，２１６，１４１号明細書
【特許文献５１】米国特許第５，２１８，１０５号明細書
【特許文献５２】米国特許第５，２２３，６１８号明細書
【特許文献５３】米国特許第５，２２７，１７０号明細書
【特許文献５４】米国特許第５，２３５，０３３号明細書
【特許文献５５】米国特許第５，２４５，０２２号明細書
【特許文献５６】米国特許第５，２５４，４６９号明細書
【特許文献５７】米国特許第５，２５６，７７５号明細書
【特許文献５８】米国特許第５，２５８，５０６号明細書
【特許文献５９】米国特許第５，２６２，５３６号明細書
【特許文献６０】米国特許第５，２６４，２２１号明細書
【特許文献６１】米国特許第５，２６４，４２３号明細書
【特許文献６２】米国特許第５，２６４，５６２号明細書
【特許文献６３】米国特許第５，２６４，５６４号明細書
【特許文献６４】米国特許第５，２７２，２５０号明細書
【特許文献６５】米国特許第５，２７６，０１９号明細書
【特許文献６６】米国特許第５，２７８，３０２号明細書
【特許文献６７】米国特許第５，２８６，７１７号明細書
【特許文献６８】米国特許第５，２９２，８７３号明細書
【特許文献６９】米国特許第５，３１７，０９８号明細書
【特許文献７０】米国特許第５，３１９，０８０号明細書
【特許文献７１】米国特許第５，３２１，１３１号明細書
【特許文献７２】米国特許第５，３５４，８４４号明細書
【特許文献７３】米国特許第５，３５６，６３３号明細書
【特許文献７４】米国特許第５，３５９，０４４号明細書
【特許文献７５】米国特許第５，３６６，８７８号明細書
【特許文献７６】米国特許第５，３６７，０６６号明細書
【特許文献７７】米国特許第５，３７１，２４１号明細書
【特許文献７８】米国特許第５，３７８，８２５号明細書
【特許文献７９】米国特許第５，３８６，０２３号明細書
【特許文献８０】米国特許第５，３９１，７２３号明細書
【特許文献８１】米国特許第５，３９３，８７８号明細書
【特許文献８２】米国特許第５，３９５，６１９号明細書
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【特許文献８３】米国特許第５，３９９，６７６号明細書
【特許文献８４】米国特許第５，４０５，９３８号明細書
【特許文献８５】米国特許第５，４０５，９３９号明細書
【特許文献８６】米国特許第５，４１４，０７７号明細書
【特許文献８７】米国特許第５，４１６，０１６号明細書
【特許文献８８】米国特許第５，４１６，２０３号明細書
【特許文献８９】米国特許第５，４１７，９７８号明細書
【特許文献９０】米国特許第５，４３２，２７２号明細書
【特許文献９１】米国特許第５，４３４，２５７号明細書
【特許文献９２】米国特許第５，４４６，１３７号明細書
【特許文献９３】米国特許第５，４５１，４６３号明細書
【特許文献９４】米国特許第５，４５３，４９６号明細書
【特許文献９５】米国特許第５，４５５，２３３号明細書
【特許文献９６】米国特許第５，４５７，１８７号明細書
【特許文献９７】米国特許第５，４５９，１２７号明細書
【特許文献９８】米国特許第５，４５９，２５５号明細書
【特許文献９９】米国特許第５，４６２，８５４号明細書
【特許文献１００】米国特許第５，４６６，６７７号明細書
【特許文献１０１】米国特許第５，４６６，７８６号明細書
【特許文献１０２】米国特許第５，４６９，８５４号明細書
【特許文献１０３】米国特許第５，４７０，９６７号明細書
【特許文献１０４】米国特許第５，４７６，９２５号明細書
【特許文献１０５】米国特許第５，４８４，９０８号明細書
【特許文献１０６】米国特許第５，４８６，６０３号明細書
【特許文献１０７】米国特許第５，４８９，６７７号明細書
【特許文献１０８】米国特許第５，５０２，１７７号明細書
【特許文献１０９】米国特許第５，５０８，２７０号明細書
【特許文献１１０】米国特許第５，５１０，４７５号明細書
【特許文献１１１】米国特許第５，５１２，２９５号明細書
【特許文献１１２】米国特許第５，５１２，４３９号明細書
【特許文献１１３】米国特許第５，５１２，６６７号明細書
【特許文献１１４】米国特許第５，５１４，７８５号明細書
【特許文献１１５】米国特許第５，５１９，１２６号明細書
【特許文献１１６】米国特許第５，５１９，１３４号明細書
【特許文献１１７】米国特許第５，５２１，２９１号明細書
【特許文献１１８】米国特許第５，５２５，４６５号明細書
【特許文献１１９】米国特許第５，５２５，７１１号明細書
【特許文献１２０】米国特許第５，５２７，５２８号明細書
【特許文献１２１】米国特許第５，５２７，８９９号明細書
【特許文献１２２】米国特許第５，５３４，２５９号明細書
【特許文献１２３】米国特許第５，５３６，８２１号明細書
【特許文献１２４】米国特許第５，５４１，３０６号明細書
【特許文献１２５】米国特許第５，５４１，３０７号明細書
【特許文献１２６】米国特許第５，５４１，３１３号明細書
【特許文献１２７】米国特許第５，５４３，１５２号明細書
【特許文献１２８】米国特許第５，５４３，１５８号明細書
【特許文献１２９】米国特許第５，５４５，７３０号明細書
【特許文献１３０】米国特許第５，５４７，９３２号明細書
【特許文献１３１】米国特許第５，５５０，１１１号明細書
【特許文献１３２】米国特許第５，５５２，５３８号明細書
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【特許文献１３３】米国特許第５，５５２，５４０号明細書
【特許文献１３４】米国特許第５，５５６，９４８号明細書
【特許文献１３５】米国特許第５，５６１，２２５号明細書
【特許文献１３６】米国特許第５，５６３，２５３号明細書
【特許文献１３７】米国特許第５，５６５，５５２号明細書
【特許文献１３８】米国特許第５，５６５，５５５号明細書
【特許文献１３９】米国特許第５，５６７，８１０号明細書
【特許文献１４０】米国特許第５，５６７，８１１号明細書
【特許文献１４１】米国特許第５，５７１，７９９号明細書
【特許文献１４２】米国特許第５，５７４，１４２号明細書
【特許文献１４３】米国特許第５，５７６，４２７号明細書
【特許文献１４４】米国特許第５，５７８，７１７号明細書
【特許文献１４５】米国特許第５，５７８，７１８号明細書
【特許文献１４６】米国特許第５，５８０，５７５号明細書
【特許文献１４７】米国特許第５，５８０，７３１号明細書
【特許文献１４８】米国特許第５，５８３，０２０号明細書
【特許文献１４９】米国特許第５，５８５，４８１号明細書
【特許文献１５０】米国特許第５，５８７，３６１号明細書
【特許文献１５１】米国特許第５，５８７，３７１号明細書
【特許文献１５２】米国特許第５，５８７，４６９号明細書
【特許文献１５３】米国特許第５，５９１，５８４号明細書
【特許文献１５４】米国特許第５，５９１，７２１号明細書
【特許文献１５５】米国特許第５，５９１，７２２号明細書
【特許文献１５６】米国特許第５，５９４，１２１号明細書
【特許文献１５７】米国特許第５，５９５，７２６号明細書
【特許文献１５８】米国特許第５，５９５，７５６号明細書
【特許文献１５９】米国特許第５，５９６，０８６号明細書
【特許文献１６０】米国特許第５，５９６，０９１号明細書
【特許文献１６１】米国特許第５，５９７，６９６号明細書
【特許文献１６２】米国特許第５，５９７，９０９号明細書
【特許文献１６３】米国特許第５，５９９，９２３号明細書
【特許文献１６４】米国特許第５，５９９，９２８号明細書
【特許文献１６５】米国特許第５，６０２，２４０号明細書
【特許文献１６６】米国特許第５，６０８，０４６号明細書
【特許文献１６７】米国特許第５，６１０，２８９号明細書
【特許文献１６８】米国特許第５，６１０，３００号明細書
【特許文献１６９】米国特許第５，６１４，６１７号明細書
【特許文献１７０】米国特許第５，６１８，７０４号明細書
【特許文献１７１】米国特許第５，６２３，０７０号明細書
【特許文献１７２】米国特許第５，６２５，０５０号明細書
【特許文献１７３】米国特許第５，６２７，０５３号明細書
【特許文献１７４】米国特許第５，６３３，３６０号明細書
【特許文献１７５】米国特許第５，６３９，８３７号明細書
【特許文献１７６】米国特許第５，６３９，８７３号明細書
【特許文献１７７】米国特許第５，６４５，９８５号明細書
【特許文献１７８】米国特許第５，６４６，２６５号明細書
【特許文献１７９】米国特許第５，６４６，２６９号明細書
【特許文献１８０】米国特許第５，６５８，８７３号明細書
【特許文献１８１】米国特許第５，６６３，３１２号明細書
【特許文献１８２】米国特許第５，６７０，６３３号明細書
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【特許文献１８３】米国特許第５，６７２，６９７号明細書
【特許文献１８４】米国特許第５，６７７，４３７号明細書
【特許文献１８５】米国特許第５，６７７，４３９号明細書
【特許文献１８６】米国特許第５，６８１，９４１号明細書
【特許文献１８７】米国特許第５，６８８，９４１号明細書
【特許文献１８８】米国特許第５，７００，９２０号明細書
【特許文献１８９】米国特許第５，７２１，２１８号明細書
【特許文献１９０】米国特許第５，７５０，６９２号明細書
【特許文献１９１】米国特許第５，７６３，５８８号明細書
【特許文献１９２】米国特許第５，７９２，６０８号明細書
【特許文献１９３】米国特許第５，７９２，７４７号明細書
【特許文献１９４】米国特許第５，８３０，６５３号明細書
【特許文献１９５】米国特許第５，８７４，５５３号明細書
【特許文献１９６】米国特許第５，８９８，０３１号明細書
【特許文献１９７】米国特許第６，００５，０９６号明細書
【特許文献１９８】米国特許第６，１０７，０９４号明細書
【特許文献１９９】米国特許第６，１２７，３４６号明細書
【特許文献２００】米国特許第６，１４７，２００号明細書
【特許文献２０１】米国特許第６，１７２，２０９号明細書
【特許文献２０２】米国特許第６，２６８，４９０号明細書
【特許文献２０３】米国特許第６，２７１，３５８号明細書
【特許文献２０４】米国特許第６，２８７，８６０号明細書
【特許文献２０５】米国特許第６，４２６，２２０号明細書
【特許文献２０６】米国特許第６，５９３，４６６号明細書
【特許文献２０７】米国特許第６，７９４，４９９号明細書
【特許文献２０８】米国特許第６，８８７，９０６号明細書
【特許文献２０９】米国特許第ＲＥ３４，０６９号明細書
【特許文献２１０】米国特許出願公開第２００２／０１４７３３２号明細書
【特許文献２１１】米国特許出願公開第２００３／００２７７８０号明細書
【特許文献２１２】米国特許出願公開第２００３／０１７５９０６号明細書
【特許文献２１３】米国特許出願公開第２００５／００２０５２５号明細書
【特許文献２１４】米国特許出願公開第２００５／００８０２４６号明細書
【特許文献２１５】米国特許出願公開第０９／３１５，２９８号明細書
【特許文献２１６】欧州特許出願公開第１３８９６３７号明細書
【特許文献２１７】国際公開第９３／０７８８３号パンフレット
【特許文献２１８】国際公開第９４／０２４９９号パンフレット
【特許文献２１９】国際公開第９４／１７０９３号パンフレット
【特許文献２２０】国際公開第９７／２６２７０号パンフレット
【特許文献２２１】国際公開第９８／３９３５２号パンフレット
【特許文献２２２】国際公開第９９／１４２２６号パンフレット
【特許文献２２３】国際公開第９９／３２６１９号パンフレット
【特許文献２２４】国際公開第００／０８０４４号パンフレット
【特許文献２２５】国際公開第００／４４８９５号パンフレット
【特許文献２２６】国際公開第００／４４９１４号パンフレット
【特許文献２２７】国際公開第００／４９０３５号パンフレット
【特許文献２２８】国際公開第００／６３３６４号パンフレット
【特許文献２２９】国際公開第０１／２９０５８号パンフレット
【特許文献２３０】国際公開第０１／３６６４１号パンフレット
【特許文献２３１】国際公開第０１／３６６４６号パンフレット
【特許文献２３２】国際公開第０１／４８１８３号パンフレット
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【特許文献２３３】国際公開第０１／７５１６４号パンフレット
【特許文献２３４】国際公開第０２／３６７４３号パンフレット
【特許文献２３５】国際公開第０３／００４６０２号パンフレット
【特許文献２３６】国際公開第０３／０７０９１８号パンフレット
【特許文献２３７】国際公開第２００４／０１５１０７号パンフレット
【特許文献２３８】国際公開第２００４／０４１８８９号パンフレット
【特許文献２３９】国際公開第２００４／０４３９７７号パンフレット
【特許文献２４０】国際公開第２００４／０４３９７８号パンフレット
【特許文献２４１】国際公開第２００４／０４３９７９号パンフレット
【特許文献２４２】国際公開第２００４／０４４１３３号パンフレット
【特許文献２４３】国際公開第２００４／０４４１３６号パンフレット
【特許文献２４４】国際公開第２００４／０４４１３８号パンフレット
【特許文献２４５】国際公開第２００４／０４４１４０号パンフレット
【特許文献２４６】国際公開第２００４／１１３４９６号パンフレット
【特許文献２４７】国際公開第２００５／０２７９６２号パンフレット
【非特許文献１】ＡＧＲＡＷＡＬ（ｅｄ．）Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓ　ｆｏｒ　Ｏｌｉｇｏｎ
ｕｃｌｅｏｔｉｄｅｓ　ａｎｄ　Ａｎａｌｏｇｓ（１９９３）Ｈｕｍａｎａ　Ｐｒｅｓｓ
．
【非特許文献２】ＡＬＴＳＣＨＵＬ，Ｓ．Ｆ．ｅｔ　ａｌ．"Ｂａｓｉｃ　Ｌｏｃａｌ　
Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ　Ｓｅａｒｃｈ　Ｔｏｏｌ，"Ｊ．Ｍｏｌ．Ｂｉｏｌ．（１９９０）
２１５：４０３－４１０．
【非特許文献３】ＡＬＵＬ，Ｒ．Ｈ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｏｘａｌｙｌ－ＣＰＧ：ａ　ｌａ
ｂｉｌｅ　ｓｕｐｐｏｒｔ　ｆｏｒ　ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　ｏｆ　ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　
ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅ　ｄｅｒｉｖａｔｉｖｅｓ，"Ｎｕｃｌｅｉｃ　Ａｃｉ
ｄｓ　Ｒｅｓ．（１９９１）１９（７）：１５２７－１５３２
【非特許文献４】ＢＡＳＳ，Ｂ．Ｌ．，"Ｄｏｕｂｌｅ－Ｓｔｒａｎｄｅｄ　ＲＮＡ　ａ
ｓ　ａ　Ｔｅｍｐｌａｔｅ　ｆｏｒ　Ｇｅｎｅ　Ｓｉｌｅｎｃｉｎｇ，"Ｃｅｌｌ（２０
００）１０１：２３５－２３８
【非特許文献５】ＢＡＹＥＲ，Ｅ．ｅｔ　ａｌ．，"Ａ　Ｎｅｗ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　ｆｏ
ｒ　Ｐｏｌｙｐｅｐｔｉｄｅ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　ｉｎ　Ｃｏｌｕｍｎｓ，"Ｔｅｔｒ
ａｈｅｄｒｏｎ　Ｌｅｔｔｅｒｓ（１９７０）５１：４５０３－４５０５．
【非特許文献６】ＢＥＡＵＣＡＧＥ，Ｓ．Ｌ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｔｈｅ　Ｆｕｎｃｔｉｏ
ｎａｌｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅｓ　Ｖｉａ　Ｐｈｏｓｐ
ｈｏｒａｍｉｄｉｔｅ　Ｄｅｒｉｖａｔｉｖｅｓ，"Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ（１９９３
）４９（１０）：１９２５－１９６３．
【非特許文献７】ＢＯＮＯＲＡ，Ｇ．Ｍ．ｅｔ　ａｌ．，"Ａ　Ｌｉｑｕｉｄ－Ｐｈａｓ
ｅ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｓｕｉｔａｂｌｅ　ｆｏｒ　Ｌａｒｇｅ－Ｓｃａｌｅ　Ｓｙｎｔｈ
ｅｓｉｓ　ｏｆ　Ｐｈｏｓｐｈｏｒｏｔｈｉｏａｔｅ　Ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅ
ｓ，"Ｏｒｇ．Ｐｒｏｃ．Ｒｅｓ．Ｄｅｖ．（２０００）４：２２５－２３１
【非特許文献８】ＢＯＵＴＬＡ，Ａ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｓｈｏｒｔ　５’－ｐｈｏｓｐｈ
ｏｒｙｌａｔｅｄ　ｄｏｕｂｌｅ－ｓｔｒａｎｄｅｄ　ＲＮＡｓ　ｉｎｄｕｃｅ　ＲＮＡ
　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｉｎ　Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ，"Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｂｉｏ
ｌ．（２００１）１１：１７７６－１７８０．
【非特許文献９】ＢＲＡＡＳＣＨ，Ｄ．Ａ．ｅｔ　ａｌ．，"ＲＮＡ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒ
ｅｎｃｅ　ｉｎ　Ｍａｍｍａｌｉａｎ　Ｃｅｌｌｓ　ｂｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｌｙ－Ｍｏ
ｄｉｆｉｅｄ　ＲＮＡ，"Ｂｉｏｃｈｅｍ．（２００３）４２（２６）：７９６７－７９
７５．
【非特許文献１０】ＢＲＡＮＴＬ，Ｓ．，"Ａｎｔｉｓｅｎｓｅ－ＲＮＡ　ｒｅｇｕｌａ
ｔｉｏｎ　ａｎｄ　ＲＮＡ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ，"Ｂｉｏｃｈｉｍ．Ｂｉｏｐｈ
ｙｓ．Ａｃｔａ（２００２）１５７５：１５－２５．
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【非特許文献１１】ＢＲＡＺＭＡ，Ａ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｇｅｎｅ　ｅｘｐｒｅｓｓｉｏ
ｎ　ｄａｔａ　ａｎａｌｙｓｉｓ，"ＦＥＢＳ　Ｌｅｔｔｅｒｓ（２０００）４８０：１
７－２４．
【非特許文献１２】ＣＡＲＵＬＬＩ，Ｊ．Ｐ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇ
ｈｐｕｔ　Ａｎａｌｙｓｉｓ　ｏｆ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　Ｇｅｎｅ　Ｅｘｐｒｅ
ｓｓｉｏｎ，"Ｊ．Ｃｅｌｌ．Ｂｉｏｃｈｅｍ．Ｓｕｐｐｌ．（１９９８）３０／３１：
２８６－２９６
【非特許文献１３】ＣＥＬＩＳ，Ｊ．Ｅ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｇｅｎｅ　ｅｘｐｒｅｓｓｉ
ｏｎ　ｐｒｏｆｉｌｉｎｇ：ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ　ｔｒａｎｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　ａｎ
ｄ　ｔｒａｎｓｌａｔｉｏｎ　ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ｕｓｉｎｇ　ＤＮＡ　ｍｉｃｒｏａｒ
ｒａｙｓ　ａｎｄ　ｐｒｏｔｅｏｍｉｃｓ，"ＦＥＢＳ　Ｌｅｔｔ．（２０００）４８０
：２－１６．
【非特許文献１４】ＣＨＩＡＮＧ，Ｍ．－Ｙ．ｅｔ　ａｌ．，"Ａｎｔｉｓｅｎｓｅ　Ｏ
ｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅｓ　Ｉｎｈｉｂｉｔ　Ｉｎｔｅｒｃｅｌｌｕｌａｒ　Ａｄ
ｈｅｓｉｏｎ　Ｍｏｌｅｃｕｌｅ　１　Ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ　ｂｙ　Ｔｗｏ　Ｄｉｓｔ
ｉｎｃｔ　Ｍｅｃｈａｎｉｓｍｓ，"Ｊ．Ｂｉｏｌ．Ｃｈｅｍ．（１９９１）２６６（２
７）：１８１６２－１８１７１．
【非特許文献１５】ＣＲＯＯＫＥ，Ｓ．Ｔ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｐｈａｒｍａｃｏｋｉｎｅ
ｔｉｃ　Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ　ｏｆ　Ｓｅｖｅｒａｌ　Ｎｏｖｅｌ　Ｏｌｉｇｏｎｕｃ
ｌｅｏｔｉｄｅ　Ａｎａｌｏｇｓ　ｉｎ　ｍｉｃｅ，"Ｊ．Ｐｈａｒｍ．Ｅｘｐ．Ｔｈｅ
ｒａｐ．（１９９６）２７７（２）：９２３－９３７．
【非特許文献１６】ＥＣＫＳＴＥＩＮ．Ｆ．（ｅｄ．），Ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉｄ
ｅｓ　ａｎｄ　Ａｎａｌｏｇｕｅｓ，ａ　Ｐｒａｃｔｉｃａｌ　Ａｐｐｒｏａｃｈ（１９
９１）Ｏｘｆｏｒｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｐｒｅｓｓ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ．
【非特許文献１７】ＥＬＢＡＳＨＩＲ，Ｓ．Ｍ．ｅｔ　ａｌ．，"ＲＮＡ　ｉｎｔｅｒｆ
ｅｒｅｎｃｅ　ｉｓ　ｍｅｄｉａｔｅｄ　ｂｙ　２１－　ａｎｄ　２２－ｎｕｃｌｅｏｔ
ｉｄｅ　ＲＮＡｓ"Ｇｅｎｅｓ　Ｄｅｖ．（２００１）１５：１８８－２００．
【非特許文献１８】ＥＬＢＡＳＨＩＲ，Ｓ．Ｍ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ
　ａｎａｔｏｍｙ　ｏｆ　ｓｉＲＮＡｓ　ｆｏｒ　ｍｅｄｉａｔｉｎｇ　ｅｆｆｉｃｉｅ
ｎｔ　ＲＮＡｉ　ｉｎ　Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ　ｍｅｌａｎｏｇａｓｔｅｒ　ｅｍｂｒｙ
ｏ　ｌｙｓａｔｅ，"ＥＭＢＯ　Ｊ．（２００１）２０（２３）：６８７７－６８８８．
【非特許文献１９】ＥＬＢＡＳＨＩＲ，Ｓ．Ｍ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｄｕｐｌｅｘｅｓ　ｏ
ｆ　２１－ｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅ　ＲＮＡｓ　ｍｅｄｉａｔｅ　ＲＮＡ　ｉｎｔｅｒｆｅ
ｒｅｎｃｅ　ｉｎ　ｃｕｌｔｕｒｅｄ　ｍａｍｍａｌｉａｎ　ｃｅｌｌｓ，"Ｎａｔｕｒ
ｅ（２００１）４１１：４９４－４９８．
【非特許文献２０】ＥＬＭＥＮ，Ｊ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｌｏｃｋｅｄ　ｎｕｃｌｅｉｃ　
ａｃｉｄ（ＬＮＡ）ｍｅｄｉａｔｅｄ　ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔｓ　ｉｎ　ｓｉＲＮＡ　
ｓｔａｂｉｌｉｔｙ　ａｎｄ　ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌｉｔｙ，"Ｎｕｃｌｅｉｃ　Ａｃｉ
ｄｓ　Ｒｅｓ．（２００５）３３（１）：４３９－４４７．
【非特許文献２１】ＥＮＧＬＩＳＣＨ，Ｕ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｃｈｅｍｉｃａｌｌｙ　Ｍ
ｏｄｉｆｉｅｄ　Ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅｓ　ａｓ　Ｐｒｏｂｅｓ　ａｎｄ　Ｉ
ｎｈｉｂｉｔｏｒｓ，"Ａｎｇｅｗ．Ｃｈｅｍ．Ｉｎｔ．Ｅｄ．Ｅｎｇｌ．（１９９１）
３０：６１３－６２９
【非特許文献２２】ＦＩＥＳＥＲ，Ｌ．ｅｔ　ａｌ．，Ｆｉｅｓｅｒ　ａｎｄ　Ｆｉｅｓ
ｅｒ’ｓ　Ｒｅａｇｅｎｔｓ　ｆｏｒ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ（１９９４
）Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ&Ｓｏｎｓ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ
【非特許文献２３】ＦＩＲＥ，Ａ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｐｏｔｅｎｔ　ａｎｄ　ｓｐｅｃｉ
ｆｉｃ　ｇｅｎｅｔｉｃ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｂｙ　ｄｏｕｂｌｅ－ｓｔｒａｎ
ｄｅｄ　ＲＮＡ　ｉｎ　Ｃａｅｎｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｅｌｅｇａｎｓ，"Ｎａｔｕｒ
ｅ（１９９８）３９１：８０６－８１１．
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【非特許文献２４】ＦＲＩＥＤＥＮ，Ｍ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｅｘｐａｎｄｉｎｇ　ｔｈｅ
　ｄｅｓｉｇｎ　ｈｏｒｉｚｏｎ　ｏｆ　ａｎｔｉｓｅｎｓｅ　ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏ
ｔｉｄｅｓ　ｗｉｔｈ　ａｌｐｈａ－Ｌ－ＬＮＡ，"Ｎｕｃｌｅｉｃ　Ａｃｉｄｓ　Ｒｅ
ｓ．（２００３）３１（２１）：６３６５－６３７２．
【非特許文献２５】ＦＵＣＨＳ，Ｂ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　
ｏｆ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌｌｙ　Ｅｘｐｒｅｓｓｅｄ　Ｇｅｎｅｓ　ｂｙ　Ｍｕｔ
ｕａｌｌｙ　Ｓｕｂｓｔｒａｃｔｅｄ　ＲＮＡ　Ｆｉｎｇｅｒｐｒｉｎｔｉｎｇ，"Ａｎ
ａｌ．Ｂｉｏｃｈｅｍ．（２０００）２８６：９１－９８．
【非特許文献２６】ＧＡＩＴ，Ｍ．Ｊ．，"Ｏｌｉｇｏｒｉｂｏｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅｓ
，"Ａｎｔｉｓｅｎｓｅ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　ａｎｄ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ（１９
９３）Ｃｒｏｏｋｅ，Ｓ．Ｔ．ａｎｄ　Ｌｅｂｌｅｕ，Ｂ．（ｅｄｓ．）ＣＲＣ　Ｐｒｅ
ｓｓ，Ｂｏｃａ　Ｒａｔｏｎ，ｐｐ．２８９－３０１．
【非特許文献２７】ＧＡＩＴ，Ｍ．Ｊ．ｅｔ　ａｌ．，"Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ　ｏ
ｆ　ｃｈｅｍｉｃａｌｌｙ　ｓｙｎｔｈｅｓｉｚｅｄ　ＲＮＡ，"ＲＮＡ：Ｐｒｏｔｅｉ
ｎ　Ｉｎｔｅｒａｃｔｉｏｎｓ（１９９８）Ｓｍｉｔｈ，Ｃ．Ｗ．Ｊ．（ｅｄ．）Ｏｘｆ
ｏｒｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｐｒｅｓｓ，ＵＳＡ，ｐｐ．１－３６．
【非特許文献２８】ＧＡＬＬＯ，Ｍ．ｅｔ　ａｌ．，"２’－Ｃ－Ｍｅｔｈｙｌｕｒｉｄ
ｉｎｅ　ｐｈｏｓｐｈｏｒａｍｉｄｉｔｅ：ａ　ｎｅｗ　ｂｕｉｌｄｉｎｇ　ｂｌｏｃｋ
　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｐｒｅｐａｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　ＲＮＡ　ａｎａｌｏｇｕｅｓ　ｃａ
ｒｒｙｉｎｇ　ｔｈｅ　２’－ｈｙｄｒｏｘｙｌ　ｇｒｏｕｐ，"Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏ
ｎ（２００１）５７：５７０７－５７１３
【非特許文献２９】ＧＥＡＲＹ，Ｒ．Ｓ．ｅｔ　ａｌ．，"Ａ　Ｎｏｎｒａｄｉｏｉｓｏ
ｔｏｐｅ　Ｂｉｏｍｅｄｉｃａｌ　Ａｓｓａｙ　ｆｏｒ　Ｉｎｔａｃｔ　Ｏｌｉｇｏｎｕ
ｃｌｅｏｔｉｄｅ　ａｎｄ　Ｉｔｓ　Ｃｈａｉｎ－Ｓｈｏｒｔｅｎｅｄ　Ｍｅｔａｂｏｌ
ｉｔｅｓ　Ｕｓｅｄ　ｆｏｒ　Ｄｅｔｅｒｍｉｎａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｅｘｐｏｓｕｒｅ　
ａｎｄ　Ｅｌｉｍｉｎａｔｉｏｎ　Ｈａｌｆ－Ｌｉｆｅ　ｏｆ　Ａｎｔｉｓｅｎｓｅ　Ｄ
ｒｕｇｓ　ｉｎ　Ｔｉｓｓｕｅ，"Ａｎａｌ．Ｂｉｏｃｈｅｍ．（１９９１）２７４：２
４１－２４８．
【非特許文献３０】ＧＯＩＮＧ，Ｊ．Ｊ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｐａｔ
ｈｏｌｏｇｙ　ａｎｄ　Ｆｕｔｕｒｅ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｓ，"Ｅｕｒ．Ｊ．Ｃａ
ｎｃｅｒ（１９９９）３５（１４）：１８９５－１９０４．
【非特許文献３１】ＧＲＡＶＥＲＴ，Ｄ．Ｊ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｓｙｎ
ｔｈｅｓｉｓ　ｏｎ　Ｓｏｌｕｂｌｅ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｕｐｐｏｒｔｓ：Ｌｉｑｕｉ
ｄ－Ｐｈａｓｅ　Ｍｅｔｈｏｄｏｌｏｇｉｅｓ，"Ｃｈｅｍ．Ｒｅｖ．（１９９７）９７
（２）：４８９－５０９．
【非特許文献３２】ＧＲＵＮＷＥＬＬＥＲ，Ａ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎ
　ｏｆ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ　ａｎｔｉｓｅｎｓｅ　ｓｔｒａｔｅｇｉｅｓ　ｉｎ　ｍａ
ｍｍａｌｉａｎ　ｃｅｌｌｓ　ｕｓｉｎｇ　ｌｏｃｋｅｄ　ｎｕｃｌｅｉｃ　ａｃｉｄｓ
，２’－Ｏ－ｍｅｔｈｙｌ　ＲＮＡ，ｐｈｏｓｐｈｏｒｏｔｈｉｏａｔｅｓ　ａｎｄ　ｓ
ｍａｌｌ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｉｎｇ　ＲＮＡ，"Ｎｕｃｌｅｉｃ　Ａｃｉｄｓ．Ｒｅｓ．
（２００３）３１（１２）：３１８５－３１９３．
【非特許文献３３】ＨＩＬＬ，Ｆ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｐｏｌｙｍｅｒａｓｅ　ｒｅｃｏｇ
ｎｉｔｉｏｎ　ｏｆ　ｓｙｎｔｈｅｔｉｃ　ｏｌｉｇｏｄｅｏｘｙｒｉｂｏｎｕｃｌｅｏ
ｔｉｄｅｓ　ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｉｎｇ　ｄｅｇｅｎｅｒａｔｅ　ｐｙｒｉｍｉｄｉｎ
ｅ　ａｎｄ　ｐｕｒｉｎｅ　ｂａｓｅｓ，"Ｐｒｏｃ．Ｎａｔｌ．Ａｃａｄ．Ｓｃｉ．Ｕ
ＳＡ（１９９８）９５：４２５８－４２６３
【非特許文献３４】ＨＯＲＮＢＥＣＫ，Ｐ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｅｎｚｙｍｅ－Ｌｉｎｋｅ
ｄ　Ｉｍｍｕｎｏｓｏｒｂｅｔ　Ａｓｓａｙｓ（ＥＬＩＳＡ），"Ｃｕｒｒ．Ｐｒｏｔｏ
ｃｏｌｓ　Ｍｏｌ．Ｂｉｏｌ．（１９９１）Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ&Ｓｏｎｇｓ，ｐｐ．
１１．２．１－１１．２．２２．
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【非特許文献３５】ＨＯＲＮＵＮＧ，Ｖ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｓｅｑｕｅｎｃｅ－ｓｐｅｃ
ｉｆｉｃ　ｐｏｔｅｎｔ　ｉｎｄｕｃｔｉｏｎ　ｏｆ　ＩＦＮ－ａ　ｂｙ　ｓｈｏｒｔ　
ｉｎｔｅｒｆｅｒｉｎｇ　ＲＮＡ　ｉｎ　ｐｌａｓｍａｃｙｔｏｉｄ　ｄｅｎｔｒｉｔｉ
ｃ　ｃｅｌｌｓ　ｔｈｒｏｕｇｈ　ＴＬＲ７，"Ｎａｔｕｒｅ　Ｍｅｄ．（２００５）１
１（３）：２６３－２７０．
【非特許文献３６】ＪＡＣＱＵＥＳ，Ｊ．ｅｔ　ａｌ．，Ｅｎａｎｔｉｏｍｅｒｓ，Ｒａ
ｃｅｍａｔｅｓ，ａｎｄ　Ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎｓ（１９９１）Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ&
Ｓｏｎｓ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ．
【非特許文献３７】ＪＯＮＥＳ，Ｌ．Ｊ．ｅｔ　ａｌ．，"ＲＮＡ　Ｑｕａｎｔｉｔａｔ
ｉｏｎ　ｂｙ　Ｆｌｕｏｒｅｓｅｎｃｅ－Ｂａｓｅｄ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎ　Ａｓｓａｙ：
ＲｉｂｏＧｒｅｅｎ　Ｒｅａｇｅｎｔ　Ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｚａｔｉｏｎ，"Ａｎａｌ
．Ｂｉｏｃｈｅｍ．（１９９８）２６５：３６８－３７４．
【非特許文献３８】ＪＵＮＧＢＬＵＴ，Ｐ．Ｒ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｐｒｏｔｅｏｍｉｃｓ
　ｉｎ　ｈｕｍａｎ　ｄｉｓｅａｓｅ：Ｃａｎｃｅｒ，ｈｅａｒｔ　ａｎｄ　ｉｎｆｅｃ
ｔｉｏｎｓ　ｄｉｓｅａｓｅｓ，"Ｅｌｅｃｔｒｏｐｈｏｒｅｓｉｓ（１９９９）２０：
２１００－２１１０．
【非特許文献３９】ＪＵＲＥＣＩＣ，Ｒ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｌｏｎｇ－ｄｉｓｔａｎｃｅ
　ＤＤ－ＰＣＲ　ａｎｄ　ｃＤＮＡ　ｍｉｃｒｏａｒｒａｙｓ，"Ｃｕｒｒ．Ｏｐｉｎ．
Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌ．（２０００）３：３１６－３２１．
【非特許文献４０】ＫＡＢＡＮＯＶ，Ａ．Ｖ．ｅｔ　ａｌ．，"Ａ　ｎｅｗ　ｃｌａｓｓ
　ｏｆ　ａｎｔｉｖｉｒａｌｓ：ａｎｔｉｓｅｎｓｅ　ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅ
ｓ　ｃｏｍｂｉｎｅｄ　ｗｉｔｈ　ａ　ｈｙｄｒｏｐｈｏｂｉｃ　ｓｕｂｓｔｉｔｕｅｎ
ｔ　ｅｆｆｅｃｔｉｖｅｌｙ　ｉｎｈｉｂｉｔ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａ　ｖｉｒｕｓ　ｒｅ
ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　ｏｆ　ｖｉｒｕｓ－ｓｐｅｃｉｆ
ｉｃ　ｐｒｏｔｅｉｎｓ　ｉｎ　ＭＤＣＫ　ｃｅｌｌｓ，"ＦＥＢＳ　Ｌｅｔｔ．（１９
９０）２５９（２）：３２７－３３０．
【非特許文献４１】ＫＯＳＨＫＩＮ，Ａ．Ａ．ｅｔ　ａｌ．，"ＬＮＡ（Ｌｏｃｋｅｄ　
Ｎｕｃｌｅｉｃ　Ａｃｉｄｓ）：Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ａｄｅｎｉｎｅ，
Ｃｙｔｏｓｉｎｅ，Ｇｕａｎｉｎｅ，５－Ｍｅｔｈｙｌｃｙｔｏｓｉｎｅ，Ｔｈｙｍｉｎ
ｅ　ａｎｄ　Ｕｒａｃｉｌ　Ｂｉｃｙｃｌｏｎｕｃｌｅｏｓｉｄｅ　Ｍｏｎｏｍｅｒｓ，
Ｏｌｉｇｏｍｅｒｉｓａｔｉｏｎ，ａｎｄ　Ｕｎｐｒｅｃｅｄｅｎｔｅｄ　Ｎｕｃｌｅｉ
ｃ　Ａｃｉｄ　Ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ，"Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ（１９９８）５４：
３６０７－３６３０．
【非特許文献４２】ＫＲＯＳＣＨＷＩＴＺ，Ｊ．Ｉ．（ｅｄ．），"Ｐｏｌｙｎｕｃｌｅ
ｏｔｉｄｅｓ，"Ｃｏｎｃｉｓｅ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　
Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ（１９９０）Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ&
Ｓｏｎｓ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，ｐｐ．８５８－８５９．
【非特許文献４３】ＫＵＭＡＲ，Ｒ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｔｈｅ　Ｆｉｒｓｔ　Ａｎａｌｏ
ｇｕｅｓ　ｏｆ　ＬＮＡ（Ｌｏｃｋｅｄ　Ｎｕｃｌｅｉｃ　Ａｃｉｄｓ）：Ｐｈｏｓｐｈ
ｏｒｏｔｈｉｏａｔｅ－ＬＮＡ　ａｎｄ　２’－Ｔｈｉｏ－ＬＮＡ，"Ｂｉｏｏｒｇ．Ｍ
ｅｄ．Ｃｈｅｍ．Ｌｅｔｔ．（１９９８）８：２２１９－２２２２．
【非特許文献４４】ＫＵＲＣＨＡＶＯＶ，Ｎ．Ａ．ｅｔ　ａｌ．，"Ａ　Ｎｅｗ　Ｐｈｏ
ｓｐｈｏｒａｍｉｄｉｔｅ　Ｒｅａｇｅｎｔ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｉ
ｏｎ　ｏｆ　Ｄｉａｚａｐｈｅｎｏｘａｚｉｎｏｎｅ　Ｎｕｃｌｅｏｓｉｄｅ　ｗｉｔｈ
　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｂａｓｅ－Ｐａｉｒｉｎｇ　Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ　ｉｎｔｏ　Ｏ
ｌｉｇｏｄｅｏｘｙｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅｓ，"Ｎｕｃｌｅｏｓｉｄｅｓ　Ｎｕｃｌｅｏ
ｔｉｄｅｓ（１９９７）１６（１０&１１）：１８３７－１８４６．
【非特許文献４５】ＬＡＲＳＯＮ，Ｅ．Ｊ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｒａｐｉｄ　ＤＮＡ　Ｆｉ
ｎｇｅｒｐｒｉｎｔｉｎｇ　ｏｆ　Ｐａｔｈｏｇｅｎｓ　ｂｙ　Ｆｌｏｗ　Ｃｙｔｏｍｅ
ｔｒｙ，"Ｃｙｔｏｍｅｔｒｙ（２０００）４１：２０３－２０８．
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【非特許文献４６】ＬＡＲＳＳＯＮ，Ｍ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｈｉｇｈ－ｔｈｒｏｕｇｈｐ
ｕｔ　ｐｒｏｔｅｉｎ　ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ　ｏｆ　ｃＤＮＡ　ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａ
ｓ　ａ　ｔｏｏｌ　ｉｎ　ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　ｇｅｎｏｍｉｃｓ，"Ｊ．Ｂｉｏｔｅ
ｃｈ．（２０００）８０：１４３－１５７．
【非特許文献４７】ＬＥＥＤＳ，Ｊ．Ｍ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｑｕａｎｔｉｔａｔｉｏｎ　
ｏｆ　Ｐｈｏｓｐｈｏｒｏｔｈｉｏａｔｅ　Ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅｓ　ｉｎ　
Ｈｕｍａｎ　Ｐｌａｓｍａ，"Ａｎａｌ．Ｂｉｏｃｈｅｍ．（１９９６）２３５：３６－
４３．
【非特許文献４８】ＬＥＴＳＩＮＧＥＲ，Ｒ．Ｌ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｃｈｏｌｅｓｔｅｒ
ｙｌ－ｃｏｎｊｕｇａｔｅｄ　ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅｓ：Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ
，ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ，ａｎｄ　ａｃｔｉｖｉｔｙ　ａｓ　ｉｎｈｉｂｉｔｏｒｓ　ｏ
ｆ　ｒｅｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｈｕｍａｎ　ｉｍｍｕｎｏｄｅｆｉｃｉｅｎｃｙ　
ｖｉｒｕｓ　ｉｎ　ｃｅｌｌ　ｃｕｌｔｕｒｅ，"Ｐｒｏｃ．Ｎａｔｌ．Ａｃａｄ．Ｓｃ
ｉ．ＵＳＡ（１９８９）８６：６５５３－６５５６．
【非特許文献４９】ＬＩＭＢＡＣＨ，Ｐ．Ａ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｓｕｍｍａｒｙ：ｔｈｅ
　ｍｏｄｉｆｉｅｄ　ｎｕｃｌｅｏｓｉｄｅｓ　ｏｆ　ＲＮＡ，"Ｎｕｃｌｅｉｃ　Ａｃ
ｉｄｓ．Ｒｅｓ．（１９４４）２２（１２）：２１８３－２１９６．
【非特許文献５０】ＬＩＮ，Ｋ．－Ｙ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｔｒｉｃｙｃｌｉｃ　２’－Ｄ
ｅｏｘｙｃｙｔｉｄｉｎｅ　Ａｎａｌｏｇｓ：Ｓｙｎｔｈｅｓｅｓ　ａｎｄ　Ｉｎｃｏｒ
ｐｏｒａｔｉｏｎ　ｉｎｔｏ　Ｏｌｉｇｄｅｏｘｙｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅｓ　Ｗｈｉｃｈ
　Ｈａｖｅ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｂｉｎｄｉｎｇｓ　ｔｏ　Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ
　ＲＮＡ，"Ｊ．Ａｍ．Ｃｈｅｍ．Ｓｏｃ．（１９９５）１７７（１３）：３８７３－３
８７４．
【非特許文献５１】ＬＯＡＫＥＳ，Ｄ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｔｈｅ　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏ
ｎｓ　ｏｆ　ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ＤＮＡ　ｂａｓｅ　ａｎａｌｏｇｕｅｓ，"Ｎｕｃｌ
ｅｉｃ　Ａｃｉｄｓ　Ｒｅｓ．（２００１）２９（１２）：２４３７－２４４７．
【非特許文献５２】ＭＡＤＤＥＮ，Ｓ．Ｌ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｓｅｒｉａｌ　ａｎａｌｙ
ｓｉｓ　ｏｆ　ｇｅｎｅ　ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ：ｆｒｏｍ　ｇｅｎｅ　ｄｉｓｃｏｖｅ
ｒｙ　ｔｏ　ｔａｒｇｅｔ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ，"ＤＤＴ（２０００）５（
９）：４１５－４２５．
【非特許文献５３】ＭＡＮＯＨＡＲＡＮ，Ｍ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｍｏ
ｄｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ　ｔｏ　Ｉｍｐｒｏｖｅ　Ｕｐｔａｋｅ　ａｎｄ　Ｂｉｏａｖａ
ｉｌａｂｉｌｉｔｙ　ｏｆ　Ａｎｔｉｓｅｎｓｅ　Ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅｓ，
"Ａｎｎ．Ｎ．Ｙ．Ａｃａｄ．Ｓｃｉ．（１９９２）６６０：３０６－３０９．
【非特許文献５４】ＭＡＮＯＨＡＲＡＮ，Ｍ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏ
ｎ　ｏｆ　Ｌｉｐｏｐｈｉｌｉｃ　Ｔｈｉｏｅｔｈｅｒ　Ｔｅｔｈｅｒ　ｉｎ　ｔｈｅ　
Ｍｉｎｏｒ　Ｇｒｏｏｖｅ　ｏｆ　Ｎｕｃｌｅｉｃ　Ａｃｉｄｓ　ｆｏｒ　Ａｎｔｉｓｅ
ｎｓｅ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ，"Ｂｉｏｏｒｇ．Ｍｅｄ．Ｃｈｅｍ．Ｌｅｔｔ．（
１９９３）３（１２）：２７６５－２７７０．
【非特許文献５５】ＭＡＮＯＨＡＲＡＮ，Ｍ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｃｈｏｌｉｃ　Ａｃｉｄ
－Ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅ　Ｃｏｎｊｕｇａｔｅｓ　ｆｏｒ　Ａｎｔｉｓｅｎｓ
ｅ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ，"Ｂｉｏｏｒｇ．Ｍｅｄ．Ｃｈｅｍ．Ｌｅｔｔ．（１９
９４）４（８）：１０５３－１０６０．
【非特許文献５６】ＭＡＮＯＨＡＲＡＮ，Ｍ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏ
ｔｉｄｅ　Ｃｏｎｊｕｇａｔｅｓ：Ａｌｔｅｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｐｈａｒｍａ
ｃｏｋｉｎｅｔｉｃ　Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ　ｏｆ　Ａｎｔｉｓｅｎｓｅ　Ａｇｅｎｔｓ
，"Ｎｕｃｌｅｏｓｉｄｅｓ　Ｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅｓ（１９９５）１４（３－５）：９
６９－９７３．
【非特許文献５７】ＭＡＮＯＨＡＲＡＮ，Ｍ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｌｉｐｉｄｉｃ　Ｎｕｃ
ｌｅｉｃ　Ａｃｉｄｓ，"Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ　Ｌｅｔｔｅｒｓ（１９９５）３６（
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２１）：３６５１－３６５４．
【非特許文献５８】ＭＡＲＴＩＮ，Ｐ．，"Ｅｉｎ　ｎｅｕｅｒ　Ｚｕｇａｎｇ　ｚｕ　
２’－Ｏ－Ａｌｋｙｌｒｉｂｏｎｕｃｌｅｏｓｉｄｅｎ　ｕｎｄ　Ｅｉｇｅｎｓｃｈａｆ
ｔｅｎ　ｄｅｒｅｎ　Ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅ，"Ｈｅｌｖ．Ｃｈｉｍ．Ａｃｔ
ａ（１９９５）７８：４８６－５０４．
【非特許文献５９】ＭＡＲＴＩＮＥＺ，Ｊ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｓｉｎｇｌｅ－Ｓｔｒａｎ
ｄｅｄ　Ａｎｔｉｓｅｎｓｅ　ｓｉＲＮＡｓ　Ｇｕｉｄｅ　Ｔａｒｇｅｔ　ＲＮＡ　Ｃｌ
ｅａｖａｇｅ　ｉｎ　ＲＮＡｉ，"Ｃｅｌｌ（２００２）１１０：５６３－５７４．
【非特許文献６０】ＭＥＬＬＩＴＺＥＲ，Ｇ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｓｐａｔｉａｌ　ａｎｄ
　ｔｅｍｐｏｒａｌ　‘ｋｎｏｃｋ　ｄｏｗｎ’　ｏｆ　ｇｅｎｅ　ｅｘｐｒｅｓｓｉｏ
ｎ　ｂｙ　ｅｌｅｃｔｒｏｐｏｒａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｄｏｕｂｌｅ－ｓｔｒａｎｄｅｄ　
ＲＮＡ　ａｎｄ　ｍｏｒｐｈｏｌｉｎｏｓ　ｉｎｔｏ　ｅａｒｌｙ　ｐｏｓｔｉｍｐｌａ
ｎｔａｔｉｏｎ　ｍｏｕｓｅ　ｅｍｂｒｙｏｓ，"Ｍｅｃｈ．Ｄｅｖ．（２００２）１１
８：５７－６３．
【非特許文献６１】ＭＩＳＨＲＡ，Ｒ．Ｋ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｉｍｐｒｏｖｅｄ　ｌｅｉ
ｓｈａｍａｎｉｃｉｄａｌ　ｅｆｆｅｃｔ　ｏｆ　ｐｈｏｓｐｈｏｒｏｔｈｉｏａｔｅ　
ａｎｔｉｓｅｎｓｅ　ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅｓ　ｂｙ　ＬＤＬ－ｍｅｄｉａｔ
ｅｄ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ，"Ｂｉｏｃｈｉｍ．Ｂｉｏｐｈｙｓ．Ａｃｔａ（１９９５）１
２６４：２２９－２３７．
【非特許文献６２】ＭＯＮＴＧＯＭＥＲＹ，Ｍ．Ｋ．ｅｔ　ａｌ．，"ＲＮＡ　ａｓ　ａ
　ｔａｒｇｅｔ　ｏｆ　ｄｏｕｂｌｅ－ｓｔｒａｎｄｅｄ　ＲＮＡ－ｍｅｄｉａｔｅｄ　
ｇｅｎｅｔｉｃ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｉｎ　Ｃａｅｎｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｅ
ｌｅｇａｎｓ，"Ｐｒｏｃ．Ｎａｔｌ．Ａｃａｄ．Ｓｃｉ．ＵＳＡ（１９９８）９５：１
５５０２－１５５０７．
【非特許文献６３】ＮＩＳＨＩＫＵＲＡ，Ｋ．，"Ａ　Ｓｈｏｒｔ　Ｐｒｉｍｅｒ　ｏｎ
　ＲＮＡｉ：ＲＮＡ－Ｄｉｒｅｃｔｅｄ　ＲＮＡ　Ｐｏｌｙｍｅｒａｓｅ　Ａｃｔｓ　ａ
ｓ　ａ　Ｋｅｙ　Ｃａｔａｌｙｓｔ，"Ｃｅｌｌ（２００１）１０７：４１５－４１８．
【非特許文献６４】ＯＢＥＲＨＡＵＳＥＲ，Ｂ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ　
ｉｎｃｏｒｐｏｒｔａｔｉｏｎ　ｏｆ　２’－Ｏ－ｍｅｔｈｙｌ－ｏｌｉｇｏｒｉｂｏｎ
ｕｃｌｅｏｔｉｄｅｓ　ｉｎｔｏ　ｌｉｐｏｓｏｍｅｓ　ａｎｄ　ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｃ
ｅｌｌ　ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｔｈｒｏｕｇｈ　ｍｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｗｉｔ
ｈ　ｔｈｉｏｃｈｏｌｅｓｔｅｒｏｌ，"Ｎｕｃｌｅｉｃ　Ａｃｉｄｓ　Ｒｅｓ．（１９
９２）２０（３）：５３３－５３８．
【非特許文献６５】ＰＡＱＵＥＴＴＥ，Ｌ．ｅｔ　ａｌ（ｅｄｓ．）Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅ
ｄｉａ　ｏｆ　Ｒｅａｇｅｎｔｓ　ｆｏｒ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ（１９
９５）Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ&Ｓｏｎｓ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ．
【非特許文献６６】ＰＡＲＫＥＲ，Ｊ．Ｓ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ　ｉｎ
ｓｉｇｈｔｓ　ｉｎｔｏ　ｍＲＮＡ　ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ　ｆｒｏｍ　ａ　ＰＩＷＩ
　ｄｏｍａｉｎ－ｓｉＲＮＡ　ｇｕｉｄｅ　ｃｏｍｐｌｅｘ，"Ｎａｔｕｒｅ（２００５
）４３４：６６３－６６６．
【非特許文献６７】ＰＡＲＲ，Ｗ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｓｏｌｉｄ－Ｐｈａｓｅ　Ｐｅｐｔ
ｉｄｅ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　ｏｎ　ａｎ　Ｉｎｏｒｇａｎｉｃ　Ｍａｔｒｉｘ　ｈａｖ
ｉｎｇ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｇｒｏｕｐｓ　ｏｎ　ｔｈｅ　Ｓｕｒｆａｃｅ，"Ａｎｇｅｗ
．Ｃｈｅｍ．Ｉｎｔｅｒｎａｔ．Ｅｄｉｔ．（１９７２）１１（４）：３１４－３１５．
【非特許文献６８】ＰＡＲＲＩＳＨ，Ｓ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　Ａｎ
ａｔｏｍｙ　ｏｆ　ａ　ｄｓＲＮＡ　Ｔｒｉｇｇｅｒ：Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　Ｒｅ
ｑｕｉｒｅｍｅｎｔ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　Ｔｗｏ　Ｔｒｉｇｇｅｒ　Ｓｔｒａｎｄｓ　ｉｎ
　ＲＮＡ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ，"Ｍｏｌ．Ｃｅｌｌ（２０００）６：１０７７－
１０８７．
【非特許文献６９】ＰＲＡＳＨＡＲ，Ｙ．ｅｔ　ａｌ．，"ＲＥＡＤＳ：Ａ　Ｍｅｔｈｏ
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ｄ　ｆｏｒ　Ｄｉｓｐｌａｙ　ｏｆ　３’－Ｅｎｄ　Ｆｒａｇｍｅｎｔｓ　ｏｆ　Ｒｅｓ
ｔｒｉｃｔｉｏｎ　Ｅｎｚｙｍｅ－Ｄｉｇｅｓｔｅｄ　ｃＤＮＡｓ　ｆｏｒ　Ａｎａｌｙ
ｓｉｓ　ｏｆ　Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　Ｇｅｎｅ　Ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ，"Ｍｅｔ
ｈｏｄｓ　Ｅｎｚｙｍ．（１９９９）３０３：２５８－２７２．
【非特許文献７０】ＳＡＩＳＯＮ－ＢＥＨＭＯＡＲＡＳ，Ｔ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｓｈｏｒ
ｔ　ｍｏｄｉｆｉｅｄ　ａｎｔｉｓｅｎｓｅ　ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅｓ　ｄｉ
ｒｅｃｔｅｄ　ａｇａｉｎｓｔ　Ｈａ－ｒａｓ　ｐｏｉｎｔ　ｍｕｔａｔｉｏｎ　ｉｎｄ
ｕｃｅ　ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ｃｌｅａｖａｇｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｍＲＮＡ　ａｎｄ　ｉ
ｎｈｉｂｉｔ　Ｔ２４　ｃｅｌｌｓ　ｐｒｏｌｉｆｅｒａｔｉｏｎ，"ＥＭＢＯ　Ｊ．（
１９９１）１０（５）：１１１１－１１１８．
【非特許文献７１】ＳＡＮＧＨＶＩ，Ｙ．Ｓ．，"Ｈｅｔｅｒｏｃｙｃｌｉｃ　Ｂａｓｅ
　Ｍｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ　ｉｎ　Ｎｕｃｌｅｉｃ　Ａｃｉｄｓ　ａｎｄ　Ｔｈｅｉ
ｒ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ　ｉｎ　Ａｎｔｉｓｅｎｓｅ　Ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔ
ｉｄｅｓ，"Ａｎｔｉｓｅｎｓｅ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　ａｎｄ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ
ｓ（１９９３）Ｃｒｏｏｋｅ，Ｓ．Ｔ．ａｎｄ　Ｌｅｂｌｅｕ，Ｂ．（ｅｄｓ．），ＣＲ
Ｃ　Ｐｒｅｓｓ，Ｂｏｃａ　Ｒａｔｏｎ，ｐｐ．２７６－２７８．
【非特許文献７２】ＳＣＡＲＩＮＧＥ，Ｓ．Ａ．"ＲＮＡ　Ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉ
ｄｅ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　ｖｉａ　５’－Ｓｉｌｙｌ－２’－Ｏｒｔｈｏｅｓｔｅｒ　
Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，"Ｍｅｔｈｏｄｓ（２００１）２０６－２１７．
【非特許文献７３】ＳＣＨＷＡＲＺ，Ｄ．Ｓ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｅｖｉｄｅｎｃｅ　ｔｈ
ａｔ　ｓｉＲＮＡｓ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ　ａｓ　Ｇｕｉｄｅｓ，Ｎｏｔ　Ｐｒｉｍｅｒｓ
，ｉｎ　ｔｈｅ　Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ　ａｎｄ　Ｈｕｍａｎ　ＲＮＡｉ　Ｐａｔｈｗａ
ｙｓ，"Ｍｏｌ．Ｃｅｌｌ（２００２）１０：５３７－５４８．
【非特許文献７４】ＳＨＥＡ，Ｒ．Ｇ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｓｙｎｔｈｅｓｅｓ，ｈｙｂｒ
ｉｄｉｚａｔｉｏｎ　ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ　ａｎｄ　ａｎｔｉｖｉｒａｌ　ａｃｔｉｖ
ｉｔｙ　ｏｆ　ｌｉｐｉｄ－ｏｌｉｇｏｄｅｏｘｙｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅ　ｃｏｎｊｕｇ
ａｔｅｓ，"Ｎｕｃｌｅｉｃ　Ａｃｉｄｓ　Ｒｅｓ．（１９９０）１８（１３）：３７７
７－３７８３．
【非特許文献７５】ＳＩＮＧＨ，Ｓ．Ｋ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　ｏｆ　
２’－Ａｍｉｎｏ－ＬＮＡ：Ａ　Ｎｏｖｅｌ　Ｃｏｎｆｏｒｍａｔｉｏｎａｌｌｙ　Ｒｅ
ｓｔｒｉｃｔｅｄ　Ｈｉｇｈ－Ａｆｆｉｎｉｔｙ　Ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅ　Ａ
ｎａｌｏｇｕｅ　ｗｉｔｈ　ａ　Ｈａｎｄｌｅ，"Ｊ．Ｏｒｇ．Ｃｈｅｍ．（１９９８）
６３（２６）：１００３５－１００３９．
【非特許文献７６】ＳＩＮＧＨ，Ｓ．Ｋ．ｅｔ　ａｌ．，"ＬＮＡ（ｌｏｃｋｅｄ　ｎｕ
ｃｌｅｉｃ　ａｃｉｄｓ）：ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　ａｎｄ　ｈｉｇｈ－ａｆｆｉｎｉｔｙ
　ｎｕｃｌｅｉｃ　ａｃｉｄ　ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ，"Ｃｈｅｍ．Ｃｏｍｍ．（１９
９８）：４５５－４５６．
【非特許文献７７】ＳＯＮＧ，Ｊ．－Ｊ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｔｈｅ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｓ
ｔｒｕｃｔｕｒｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ａｒｇｏｎａｕｔｅ２　ＰＡＺ　ｄｏｍａｉｎ　ｒｅ
ｖｅａｌｓ　ａｎ　ＲＮＡ　ｂｉｎｄｉｎｇ　ｍｏｔｉｆ　ｉｎ　ＲＮＡｉ　ｅｆｆｅｃ
ｔｏｒ　ｃｏｍｐｌｅｘｅｓ，"Ｎａｔｕｒｅ　Ｓｔｒｕｃｔ．Ｂｉｏｌ．（２００３）
１０（１２）：１０２６－１０３２．
【非特許文献７８】ＳＯＮＧ，Ｊ．－Ｊ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｓｔｒｕｃ
ｔｕｒｅ　ｏｆ　Ａｒｇｏｎａｕｔｅ　ａｎｄ　Ｉｔｓ　Ｉｍｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ　ｆ
ｏｒ　ＲＩＳＣ　Ｓｌｉｃｅｒ　Ａｃｔｉｖｉｔｙ，"Ｓｃｉｅｎｃｅ（２００４）３０
５：１４３４－１４３７．
【非特許文献７９】ＳＵＴＣＬＩＦＦＥ，Ｊ．Ｇ．ｅｔ　ａｌ．，"ＴＯＧＡ：Ａｎ　ａ
ｕｔｏｍａｔｅｄ　ｐａｒｓｉｎｇ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ｆｏｒ　ａｎａｌｙｚｉｎ
ｇ　ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ　ｏｆ　ｎｅａｒｌｙ　ａｌｌ　ｇｅｎｅｓ，"ＰＮＡＳ（２
０００）９７（５）：１９７６－１９８１．
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【非特許文献８０】ＳＶＩＮＡＲＣＨＵＫ，Ｆ．Ｐ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｉｎｈｉｂｉｔｉ
ｏｎ　ｏｆ　ＨＩＶ　ｐｒｏｌｉｆｅｒａｔｉｏｎ　ｉｎ　ＭＴ－４　ｃｅｌｌｓ　ｂｙ
　ａｎｔｉｓｅｎｓｅ　ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅ　ｃｏｎｊｕｇａｔｅｄ　ｔｏ
　ｌｉｐｏｐｈｉｌｉｃ　ｇｒｏｕｐｓ，"Ｂｉｏｃｈｉｍｉｅ（１９９３）７５：４９
－５４．
【非特許文献８１】ＴＡＢＡＲＡ，Ｈ．ｅｔ　ａｌ．，"ＲＮＡｉ　ｉｎ　Ｃ．ｅｌｅｇ
ａｎｓ：Ｓｏａｋｉｎｇ　ｉｎ　ｔｈｅ　Ｇｅｎｏｍｅ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ，"Ｓｃｉｅ
ｎｃｅ（１９９８）２８２：４３０－４３１．
【非特許文献８２】ＴＩＪＳＴＥＲＭＡＮ，Ｍ．ｅｔ　ａｌ．，"ＲＮＡ　Ｈｅｌｉｃａ
ｓｅ　ＭＵＴ－１４－Ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　Ｇｅｎｅ　Ｓｉｌｅｎｃｉｎｇ　Ｔｒｉｇｇ
ｅｒｅｄ　ｉｎ　Ｃ．ｅｌｅｇａｎｓ　ｂｙ　Ｓｈｏｒｔ　Ａｎｔｉｓｅｎｓｅ　ＲＮＡ
ｓ，"Ｓｃｉｅｎｃｅ（２００２）２９５：６９４－６９７．
【非特許文献８３】ＴＩＭＭＯＮＳ，Ｌ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅ
ｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｂｙ　ｉｎｇｅｓｔｅｄ　ｄｓＲＮＡ，"Ｎａｔｕｒｅ（１９９８）
３９５：８５４．
【非特許文献８４】ＴＩＭＭＯＮＳ，Ｌ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｉｎｇｅｓｔｉｏｎ　ｏｆ　
ｂａｃｔｅｒｉａｌｌｙ　ｅｘｐｒｅｓｓｅｄ　ｄｓＲＮＡｓ　ｃａｎ　ｐｒｏｄｕｃｅ
　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ａｎｄ　ｐｏｔｅｎｔ　ｇｅｎｅｔｉｃ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃ
ｅ　ｉｎ　Ｃａｅｎｏｒｈａｂｄｉｔｉｓ　ｅｌｅｇａｎｓ，"Ｇｅｎｅ（２００１）２
６３：１０３－１１２．
【非特許文献８５】ＴＯ，Ｋ．－Ｙ．，"Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｄｉｆ
ｆｅｒｅｎｔｉａｌ　Ｇｅｎｅ　Ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ　ｂｙ　Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇ
ｈｐｕｔ　Ａｎａｌｙｓｉｓ，"Ｃｏｍｂ．Ｃｈｅｍ．Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈ．Ｓｃ
ｒｅｅｎ．（２０００）３：２３５－２４１．
【非特許文献８６】ＴＵＳＣＨＬ，Ｔ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｔａｒｇｅｔｅｄ　ｍＲＮＡ　
ｄｅｇｒａｄａｔｉｏｎ　ｂｙ　ｄｏｕｂｌｅ－ｓｔｒａｎｄｅｄ　ＲＮＡ　ｉｎ　ｖｉ
ｔｒｏ，"Ｇｅｎｅｓ　Ｄｅｖ．（１９９９）１３：３１９１－３１９７．
【非特許文献８７】ＶＩＣＫＥＲＳ，Ｔ．Ａ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｅｆｆｉｃｉｅｎｔ　Ｒ
ｅｄｕｃｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｔａｒｇｅｔ　ＲＮＡｓ　ｂｙ　Ｓｍａｌｌ　Ｉｎｔｅｒｆｅ
ｒｉｎｇ　ＲＮＡ　ａｎｄ　ＲＮａｓｅ　Ｈ－ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　Ａｎｔｉｓｅｎｓｅ
　Ａｇｅｎｔｓ，"Ｊ．Ｂｉｏｌ．Ｃｈｅｍ．（２００３）２７８（９）：７１０８－７
１１８．
【非特許文献８８】ＷＡＮＧ，Ｊ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　ａｎｄ　ｂｉ
ｎｄｉｎｇ　ｐｒｏｐｅｒｔｙ　ｏｆ　ａｎ　ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅ　ｃｏｎ
ｔａｉｎｉｎｇ　ｔｅｔｒａｆｌｕｏｒｏｐｈｅｎｏｘａｚｉｎｅ，"Ｔｅｔｒａｈｅｄ
ｒｏｎ　Ｌｅｔｔ．（１９９８）３９：８３８５－８３８８．
【非特許文献８９】ＷＲＩＧＨＴ，Ｐ．ｅｔ　ａｌ．，"Ｌａｒｇｅ　Ｓｃａｌｅ　Ｓｙ
ｎｔｈｅｓｉｓ　ｏｆ　Ｏｌｉｇｏｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅｓ　ｖｉａ　Ｐｈｏｓｐｈｏｒ
ａｍｉｄｉｔｅ　Ｎｕｃｌｅｏｓｉｄｅｓ　ａｎｄ　ａ　Ｈｉｇｈ－ｌｏａｄｅｄ　Ｐｏ
ｌｙｓｔｙｒｅｎｅ　Ｓｕｐｐｏｒｔ，"Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ　Ｌｅｔｔ．（１９９
３）３４（２１）：３３７３－３３７６．
【非特許文献９０】ＷＵＴＳ，Ｐ．Ｇ．Ｍ．ｅｔ　ａｌ．，Ｇｒｅｅｎｅ’ｓ　Ｐｒｏｔ
ｅｃｔｉｖｅ　Ｇｒｏｕｐｓ　ｉｎ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ（１９９９）
３ｒｄ　ｅｄ，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ&Ｓｏｎｓ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ．
【非特許文献９１】ＺＨＡＮＧ，Ｊ．ｅｔ　ａｌ．，"ＰｏｗｅｒＢＬＡＳＴ：Ａ　Ｎｅ
ｗ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　ＢＬＡＳＴ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｉｎｔｅｒａｃｔ
ｉｖｅ　ｏｒ　Ａｕｔｏｍａｔｅｄ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　Ａｎａｌｙｓｉｓ　ａｎｄ　Ａ
ｎｎｏｔａｔｉｏｎ，"Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ（１９９７）７：６４９－６５
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